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子
供
た
ち
に
有
意
義
な
自
然
体
験
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所
長 

 

小
関 

仁
美 

 

所
報
の
タ
イ
ト
ル
を
「
ぼ
う
け
ん
の
森
」
に
変
え
て
九
年
目
を
迎
え
た
。
少
年
自
然
の

家
周
辺
は
、
白
鷹
丘
陵
一
帯
の
豊
か
な
自
然
環
境
と
、
隣
接
す
る
「
県
民
の
森
」
の
管
理

さ
れ
た
森
林
か
ら
な
る
魅
力
あ
ふ
れ
る
森
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
森
を
、
少
年
自
然
の
家

で
は
、
多
様
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
施
設
機
能
を
最
大
限
に
生
か
し
「
冒
険
の
森
」
に
変
え
て

い
る
。
昨
今
、
子
供
た
ち
の
直
接
体
験
活
動
か
ら
学
ぶ
機
会
が
年
々
減
少
し
て
い
る
と
い

わ
れ
て
い
る
中
で
、
少
年
自
然
の
家
は
、
児
童
生
徒
や
幼
児
の
体
験
学
習
の
場
と
な
っ
て

お
り
、
仲
間
と
と
も
に
様
々
な
体
験
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、
自
我
の
欲
求
と
向
き
合

い
、
達
成
感
を
味
わ
い
な
が
ら
成
長
に
繋
が
る
機
会
と
な
っ
て
い
る
。 

昨
年
五
月
、
三
年
に
及
ん
だ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
行
動
制
限
が
緩

和
さ
れ
た
。
四
月
に
新
学
期
が
始
ま
る
と
、
少
年
自
然
の
家
で
は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
明
け
か
ら
の
利
用
に
向
け
た
打
ち
合
わ
せ
が
毎
日
の
よ
う
に
行
わ
れ
、
活
動
フ
ィ
ー

ル
ド
と
な
る
白
鷹
山
や
東
黒
森
山
、
県
民
の
森
へ
の
看
板
設
置
や
状
況
確
認
が
行
わ
れ

る
。
春
の
芽
吹
き
と
と
も
に
、
学
校
の
宿
泊
学
習
な
ど
の
受
入
事
業
や
、
本
所
が
企
画
運

営
す
る
主
催
事
業
の
開
催
に
向
か
っ
て
動
き
出
す
の
で
あ
る
。 

五
月
初
旬
の
中
学
校
利
用
に
始
ま
り
、
五
月
中
旬
か
ら
十
月
末
ま
で
小
学
校
の
宿
泊

学
習
の
受
け
入
れ
が
続
く
。
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
二
泊
三
日
か
ら
一
泊
二
日
の
利
用
が
定
着

し
、
入
所
か
ら
退
所
ま
で
時
間
的
な
制
約
が
あ
る
中
で
、
子
供
た
ち
に
有
意
義
な
体
験
を

さ
せ
た
い
と
の
先
生
方
の
思
い
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
身
体
と
感
覚
を
使
っ
て
自
然
感

を
養
う
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
、
活
動
の
支
援
に
努
め
て
い
る
。 

日
々
、
受
入
団
体
へ
の
活
動
支
援
や
主
催
事
業
の
開
催
に
奔
走
す
る
職
員
の
姿
や
、
子

供
た
ち
が
生
き
生
き
と
活
動
し
て
い
る
姿
を
見
る
と
、
学
校
生
活
の
一
部
と
し
て
体
験

型
の
教
育
施
設
で
得
た
学
び
に
は
大
き
な
意
義
が
あ
り
、
子
供
た
ち
と
先
生
方
と
の
関

わ
り
方
で
も
、
学
校
と
は
違
っ
た
何
か
を
感
じ
て
も
ら
え
る
機
会
に
な
れ
ば
と
思
っ
て

い
る
。
ま
た
、
主
催
事
業
に
お
い
て
も
、
年
間
を
通
じ
て
活
動
す
る
少
年
団
な
ど
、
子
供

た
ち
の
成
長
を
目
的
と
し
た
事
業
が
開
催
さ
れ
、
身
体
を
使
い
感
覚
や
感
性
を
養
う
体

験
や
、
仲
間
と
の
一
体
感
を
心
で
感
じ
る
機
会
と
な
っ
て
い
る
。 

こ
こ
山
形
市
少
年
自
然
の
家
は
、
子
ど
も
達
や
市
民
が
持
つ
自
然
の
中
で
得
ら
れ
る

何
か
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
教
育
施
設
で
あ
る
。
白
鷹
丘
陵

一
帯
の
森
が
、
子
供
た
ち
や
市
民
が
学
ぶ
「
冒
険
の
森
」
で
あ
り
続
け
る
た
め
の
拠
点
施

設
と
し
て
、
そ
の
充
実
に
努
め
て
い
き
た
い
。 

  



 活 動 介 研 修 紹 

自分たちで起こした火を利用して、 

「火の良さ」、「火のありがたさ」を実感！ 

知恵を出し合い 仲間を信じ 

原始の火起こし 原始の火起こし 

プロジェクトアドベンチャー プロジェクトアドベンチャー 
力を合わせる 

プロジェクトアドベンチャーは、心と体を開放するためのアイスブレイクを経て、

仲間を信頼し協力しながら課題に立ち向かうローエレメントに挑戦します。仲間との

信頼関係を築きながら、思いやりや自分へのプレッシャーに負けない強い心を育むこ

とができる活動です。 

火がついた！ 

原始の火起こしは、協力することやねばり強くやり抜くことの 

大切さを学ぶとともに、火の大切さを感じることができる活動です。 

＜クモの巣くぐり＞ 

 

＜島めぐり＞ 

 

＜川わたり＞ 

 

山形市少年自然の家では、子ども達が社会を生き抜くために必要な資質・能力を養う体験活動の

充実を目指し、ねらいに応じた特色ある研修活動を設定しています。 

 
 



 

    

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

  

 

 

 

   

 

 

  

  

  

 

 

 職員が手動で操作しながら解説も行っています。 

季節ごとの代表的な星や星座をわかりやすく紹介しています。 

 
テントは約６０張設営可能です。自分たちで設営

したテントに寝るのは気持ちいいですよ！ 

  

炊飯棟は全部で５棟、計５０個の 

かまどが設置されています。水場も

広いので調理しやすいです！ 

 

 

山形市少年自然の家 イチオシ施設紹介 

プラネタリウム室 
設置から４０年以上たちますが、光学式投影機が映し出す星は

一つ一つが鮮明でとてもきれいです。レトロな雰囲気もいいと

評判です。メンテナンスを欠かさず大切に使っています。 

座席は１００席あり、大人数での団体利用も可能です。背もたれ

を倒しながら、ゆったりと星空を見上げることができます。 

 

 

きれいな芝生で広さも十分な運動広場には、キャンプファイヤーができ

る営火場も隣接しています。キャンプ場の中央には、雨天時も安心な屋

根付き広場、テントやシュラフ、炊飯道具を貸し出す管理棟があります。 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３７期少年団 活動のあしあと  市内小学４年生３６名による年７回の宿泊研修 

 

 

 

 

 

 

 

 テーマ 主な活動内容 

第１回 団 結団式、アイスブレイク、プロジェクトアドベンチャー、ナイトハイキング 

第２回 火 原始の火起こし、野外炊飯、トーチ作り、キャンプファイヤー 

第３回 水 竹 deマイはし・そばちょこ作り＆流しそうめん、いかだアドベンチャー 

第４回 山 入所ハイキング、退所ハイキング （自然の家～西公園 往復２６km） 

第５回 恵 グリーンアドベンチャー、草木染め、芋煮会、プラネタリウム 

第６回 輪和話 竹 de ランタン作り、焼き板、モルック＆ボッチャ、巨大カルタ 

第７回 絆 ラングラウフスキー、ナイトチューブ、卒団記念クラフト、卒団式 

さまざまな自然体験や仲間との協働体験を通して、 
心身ともにたくましい、自然を愛する子どもを育成します。 

 

 



 

ショートコース・ロングコースの 2 コース

があります。ひとりでも、みんなでつなが

っても面白いです！ 

自然を楽しみながら山野を滑る生涯スポーツです。

動物の足跡や、植物の芽を見つけながら滑り、冬の

自然を満喫してみてはいかがでしょうか？  

冬の定番といえばそりすべり。 

持参のそりで、山の空気を感じ

ながら滑ることができます。 

無料のロープトゥがあります。 

はじめてのスキー練習にも最適です！ 

雪像を作ったり、タワーを作って

高さを競ったり...想像を形に！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

 

第 38期
①6/8( )9( ) ②7/6( )7( ) ③8/24( )25( ) ④9/28( )29( ) ⑤10/26( )27( ) ⑥1/11( )12( ) ⑦2/22( )23( ) 

小学４年児童３０名  

季節に応じた魅力的な自然体験活動や少年団でしかできない貴重な協働体験活動を数多く企画します。 

 

 

親子ふれあい自然体験 わんぱくサマーキャンプ 

①・② 森の昆虫見つけ隊 ◆ボランティアスタッフセミナー 

 

◆家族でキャンプ体験 ◆所長杯 モルック大会 

 

 

自然の家 ③ わくわくキッズキャンプ ② 

親子そば打ち道場 わんぱくウインターキャンプ ◆自然の家 ゲレンデ ＯＰＥＮ 

1/6(月)・1/14(火)・2/25(火)は休み

◆自然散策[一般の方向け] ◆サービスセンター クラフトデー ◆ラングラウフスキー体験会 

 

  

 

◆小中学校・幼稚園・保育園の先生方…夏期：4/16（火）  秋期：8/1（木）  冬期：12/3（火） ◆子ども会等の指導者の方々…5/12（日） 

住 所   

電 話 【本館事務室】 023-643-8533  FAX 023-643-8574 
   【 】 023-643-8633 

ＵＲＬ  http://www.ymgt.ed.jp/shizennoie 
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